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住
民
税
が
変
わ
り
ま
す

●
10
月
号
の
お
さ
ら
い

　
前
回
の
内
容
は
、
大
部
分
の
か
た

に
つ
い
て
は
「
住
民
税
は
高
く
な
る

け
れ
ど
も
、
そ
の
代
わ
り
所
得
税
が

安
く
な
る
の
で
、
税
負
担
の
総
額
は

変
わ
ら
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　
し
か
し
、
年
金
所
得
者
と
一
部
給

与
所
得
者
に
と
っ
て
は
、
楽
観
で
き

な
い
状
況
が
発
生
し
ま
す
。

●
納
付
方
法
の
違
い
に
注
意
！

　
年
金
は
２
か
月
に
一
度
、
１
年
間

に
６
回
の
支
給
で
す
。
こ
の
と
き
、

皆
さ
ん
が
手
に
す
る
年
金
は
、
既
に

所
得
税
が
天
引
き
さ
れ
た
後
の
金
額

で
す
。
や
や
も
す
る
と
、
本
人
に
納

付
の
意
識
が
な
い
ま
ま
納
税
が
済
ん

で
し
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
一
方
住
民
税
は
、
６
月
に
納
税
通

知
書
が
届
き
、
そ
の
後
４
回
に
分
け

て
納
付
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
つ
ま
り
、
年
金
を
も
ら
う
前
に
納

税
が
済
ん
で
し
ま
っ
て
い
る
所
得
税

が
減
っ
て
、
年
金
を
も
ら
っ
た
後
に

自
分
の
財
布
か
ら
支
払
う
住
民
税
が

増
え
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

【
例
】
（
下
表
参
照
）

　
70
歳
で
年
金
収
入
額
年
間
２
３
０

万
円
、
扶
養
親
族
が
68
歳
の
妻
の
み

の
場
合
を
例
に
と
っ
て
見
て
み
ま
し

ょ
う
。

◆
改
正
前

　
所
得
税
が
３
万
４
千
円
、
住
民
税

は
２
万
６
千
円
で
、
所
得
税
は
天
引

き
さ
れ
、
住
民
税
は
年
金
を
受
け
取

っ
た
後
、
年
４
回
、
１
回
６
千
円
を

支
払
っ
て
き
ま
し
た
。

◆
改
正
後

　
所
得
税
が
１
万
７
千
円
、
住
民
税

が
４
万
３
千
円
と
な
り
、
住
民
税
の

１
回
の
支
払
金
額
は
、
１
万
１
千
円
、

５
千
円
の
増
と
な
り
ま
す
。

　
支
払
う
税
金
の
総
額
は
変
わ
り
ま

せ
ん
が
、
負
担
が
増
え
た
と
感
じ
る

か
た
も
少
な
く
な
い
で
し
ょ
う
。

問
合
せ　
税
務
課
賦
課
係
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１
２
３
０　
内
線
１
４
１

第
３
回

　
年
金
所
得
者
の
税
金

　

前
回
ま
で
に
、
大
ま
か
に
で
は
あ
り
ま
す
が
、
税
制
改
正
の

内
容
を
ご
説
明
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
年
金
所
得
者
の
税
金
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

改正前 改正後 増　減 １回の支払額の変化

所　得　税
（国） 34,000円 17,000円 －17,000円 年６回（年金支給時）

約5,600円→約2,800円

住　民　税
（県・町） 26,000円 43,000円 ＋17,000円 年４回（６・８・10・１月）

約6,000円→約11,000円

合　　　計 56,000円 56,000円 ±　0円

※このコーナーでは、分かりやすいように、計算式・用語・特例などを単純化・省略して
説明していますので、実際の税額などとは一致しない場合があります。

　
老
齢
年
金
は
税
法
上
、「
雑
所
得
」

と
し
て
課
税
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

支
払
う
年
金
か
ら
各
種
控
除
を
行
い
、

残
り
の
額
に
一
定
率
を
か
け
た
額
が

所
得
税
と
な
り
ま
す
。

　
各
種
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、

毎
年
11
月
中
旬
に
社
会
保
険
業
務
セ

ン
タ
ー
か
ら
送
ら
れ
る
、
『
扶
養
親

族
等
申
告
書
』
の
提
出
が
必
要
で
す
。

　
配
偶
者
や
扶
養
親
族
が
い
な
い
か

た
で
も
、
期
限
内
に
こ
の
申
告
書
を

提
出
し
な
い
場
合
は
、
各
種
控
除
が

受
け
ら
れ
ず
、
税
金
を
多
く
徴
収
さ

れ
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、
必
ず
期
限

内
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
年
金
の
ほ
か
に
給
与
収
入

な
ど
が
あ
り
、
諸
控
除
を
受
け
て
源

泉
徴
収
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
二
重

に
控
除
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

問
合
せ　
秩
父
社
会
保
険
事
務
所
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『
扶
養
親
族
等
申
告
書
』
の
提
出
は

お
済
み
で
す
か
？

年金 と 税金

注）障害年金や遺族年金を受けているかた、老齢年金
　の支給額が年額158万円（65歳未満108万円）未満のか
　たは、課税の対象外ですので『扶養親族等申告書』
　は送られません。

●老齢年金受給者で、年金額が158万円（65歳未満
　の場合は108万円）以上のかた
●65歳以上の退職共済年金受給者で、かつ老齢基
　礎年金を受給している、退職共済年金額が80万
　円以上のかた
※年齢は、平成18年12月31日現在。

社会保険業務センター

11月中旬

記
入
し
て
提
出

申
告
書
の
送
付

12月１日
まで


